
臨床ケースレポート医療用品４.整形用品 高度管理医療機器 コラーゲン使用人工骨

22400BZX00222000
滅菌済 単回使用

　右踵骨骨折　 （症例 ： 50歳　女性）

PB-101010

10×10×10 mm

兵庫県立加古川医療センター　整形外科　　岸本 健太先生

 

術後2週

術直後術前

術後2ヶ月術後1ヶ月

高所から転落し受傷。右踵骨骨折（tongue and depression type)と診断。

第9病日にキルシュナー鋼線を用いた観血的整復固定術を施行。術中、挿入

したエレバトリウムを用いて陥没した関節面を整復し、関節面直下に生じた

間隙にリフィット10×10×10ｍｍブロック2個（合計2mL）を補填（赤丸部）。

術後5週でアーチサポートを使用し歩行器歩行開始、仮骨形成を認め、

術後8週で骨稜構造を認め骨癒合と判断した。

現在、術後4ヶ月経過し、疼痛なく独歩可能。

術後2.5ヶ月 術後4ヶ月
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